
  

先日、奈良県でトビイロウンカの発生が確認されましたが、5 月 27 日には大阪府でも確認

されたとの発表がありました。近隣県でかなりの報告がありますので今後の飛来状況に十分

注意し、早め早めの防除対策を行うことが重要です。トビイロウンカは急激に増殖し、坪枯

れが 1 日に 50ｃｍ～1ｍの速さで大きくなっていくこともあります。被害が大きくなって

からでは、農薬が十分に効かないので発生初期に農薬散布することが大切です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

ＪＡ京都中央 ２０２1年 6月 8日 №552 吉田 真依 

―ＴＡＣ information―  の飛来情報 
 

トビイロウンカ箱施用剤 

本田施用剤 

圃場に入り稲株元にトビイロウンカの発生がないかを特に 

注意して確認して下さい。 

★防除目安：株当たり成幼虫が 5頭以上発生する場合 

→株元に発生したら、以下のような薬剤で直ちに防除して下さい！ 

 

箱施用剤の使用有無に関

わらず、今後も京都府の

予察情報を確認し十分に

ご注意下さい。株当たり

成幼虫が 5 頭以上発生す

る場合は右の表を参考に

本田施用剤で防除して下

さい！ 

 
 

 

 

箱粒剤 

写真左：稲株元に発生する

トビイロウンカ 

写真右：坪枯れ被害の様子 

令和 3年 6月 2日に京都府農林水産技術センター農林センターからトビイロウンカの

飛来情報が発表されました。近隣県ではすでに飛来が確認されており、京都府の調査

地点でも飛来している恐れがありますので十分注意が必要です！詳細は裏ページを

ご覧下さい。 

 

★当JAがオススメする★ 

農薬名 倍率、散布量(10a) 使用時期 回数 備考

スタークル顆粒水和剤 ３０００倍 ７日前 ３回以内 カメムシ類2000倍

ダントツ水溶剤 ４０００倍 ７日前 ３回以内 ＊

トレボン粉剤ＤＬ ３～４ｋｇ ７日前 ３回以内 ＊

スタークル粒剤 ３ｋｇ ７日前 ３回以内 ＊

ダントツ粒剤 ３ｋｇ ７日前 ３回以内 ＊

スタークル豆つぶ ２５０～５００ｇ ７日前 ３回以内 ＊

ﾌﾞﾗｼﾝｼﾞｮｰｶｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ １０００倍 14日前 ２回以内 ＊、いもち病

ﾌﾞﾗｼﾝｼﾞｮｰｶｰ粉剤ＤＬ ３～４ｋｇ ７日前 ２回以内 ＊、いもち病

トレボン乳剤 １０００～２０００倍 １４日前 ３回以内 カメムシ類2000倍

キラップ粒剤 ３ｋｇ １４日前 ２回以内 ＊

パダンバッサ粒剤 ３～４ｋｇ 30日前 5回以内

＊カメムシ類との同時防除

倍率、散布量(10a) 使用時期 回数
育苗箱1箱当たり50ｇ は種時（覆土前）～移植当日 1回

★農薬使用時には、必ずラベル等で登録内容をご確認下さい。 

 

 

 



 


